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卒業の認定に関する方針
教育課程の編成及び実施に関する方針構成要素

（コンピテンス） 能力（コンピテンシー）

豊かな教養・知識に
基づく高い倫理観

〔DP- 1 〕
社会人として必要な教養と社会科
学の知識を修得し，法令遵守の精
神と高い倫理観に基づいて，自ら
の使命・役割を果たすことができ
る。

〔CP- 1 〕
・ 現代社会における，公的セクター，私的セクターの役割を理解し説         
　明する能力を育成する。
・ 公共空間で活躍できる教養と総合的な社会科学の知識を有し，自ら
　の役割を果たすことのできる人材（公務員、公益法人職員、公益関係
　民間企業職員等。以下同じ）を養成する。

日本及び世界の社会
システムを理解し説
明する力

〔DP- 2 〕
日本及び世界の法，政治，行政，
経済及びジャーナリズムの仕組み
と，それが直面している問題を理
解し，説明することができる。 

〔CP- 2 〕
・日本及び世界の法，政治，経済，行政，の仕組みと，それらが直面し

ている問題の表面的なことだけでなく，本質面を理解し，説明できる
能力を育成する。

論理的・批判的思考
力

〔DP- 3 〕
社会科学の基礎的知識を基に，論
理的，科学的，合理的かつ批判的
な考察を通じて，新たな「知」の
創造に寄与することができる。

〔CP- 3 〕
・公共政策に関する基礎的知識及び政策分析のスキルを基に，論理的，
　合理的かつ多面的な考察を通じて新たな知見を構築し、社会と人々の
　ために当該知見を提供することができる能力を育成する。
・ 政策形成に必要な基礎的知識を身につけ，論理的かつ批判的にそれ
　らのプロセスや政策効果を評価することができる人材を養成する。

問題発見・解決力 〔DP- 4 〕
社会・共同体のさまざまな営みに
自ら積極的にかかわる中で，事象
を注意深く観察して問題を発見
し，解決策を提案することができ
る。

〔CP- 4 〕
・現代社会を深く観察し，問題を発見し，公共政策に関する知見をいかして立法
　行為などの解決策を示すことのできる人材を養成する。
・ 公共領域に関する体系的知識を修得し，問題を構造化する能力を育成する。
・ 現代行政に関する情報を収集・分析し，得られた情報をもとに問題点を抽出す
　る能力を育成する。
・ 公共政策の視点からみた現代社会の問題点に共通する事象を抽出・発見し，列
　挙する能力を育成する。

挑戦力 〔DP- 5 〕
法規範をはじめとする社会システ
ムに関する専門的知識を基に，あ
きらめない気持ちをもって，より
良い社会・共同体の創造に果敢に
挑戦することができる。

〔CP- 5 〕
・ 社会システムに関する専門的知識を基に，社会変動に応じたより

良い公共の創造と社会システムの構築に寄与することに挑戦すること
がのできる人材を養成する。

コミュニケーション
力

〔DP- 6 〕
多様な伝統・文化・環境に育まれ
た他者の気質，感性及び価値観を
理解・尊重し，社会・共同体の中
で積極的にコミュニケーションを
実践し，自らの考えを伝えること
ができる。

〔CP- 6 〕
 ・他者や社会の多様な価値観とその変化を理解し，社会・共同体の中
　で積極的にコミュニケーションを実践し，自らの考えを伝えることが
　できる人材を養成する。
・ 現代社会の問題を理解し解決するために，国内外においてコミュニ
　ケーションがとれる語学力と交渉力を育成する。

リーダーシップ・協
働力

〔DP- 7 〕
社会・共同体のさまざまな活動に
おいて，より良い成果を上げるた
めに，お互いを尊重し，自らすす
んで協働するとともに，リーダー
として協働者の力を引き出し，そ
の活躍を支援することができる。

〔CP- 7 〕
・公共領域の課題の解決のために，解決策ごとに様々なアクターと協働して問題
　の解決に向けて行動計画を作成し，行動できる人材を養成する。
・ 公共領域における公私協働を実践するために，協働の相手との信頼関係を
　構築できる人材を養成する。
・ 新しい公共領域に貢献する者として，幅広い教養と豊かな感性を身につけた
　人材を養成する。

省察力 〔DP- 8 〕
他者からの評価を謙虚に受け止
め，自己の活動がより良い社会・
共同体の創造に貢献することがで
きたかを振り返ることにより，生
涯にわたり，社会人としての自己
を高めることができる。

〔CP- 8 〕
・多面的な意見を客観的に受け入れ，自己の活動がより良い社会，コ　
　ミュニティの創造に貢献したかを振り返ることにより，社会人として
　自己研鑽を続ける人材を養成する。
・ 生涯にわたって自己の能力の向上を図り，社会での役割を説明する
　ことができる人材を養成する。
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